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はじめに


このドキュメントでは、Oracle GoldenGate Studioソフトウェアをインストールする方法について説明します。




	対象読者

	ドキュメントのアクセシビリティについて

	関連ドキュメント

	表記規則







対象読者


このドキュメントは、Oracle GoldenGate Studioをインストールするシステム管理者またはアプリケーション開発者を対象としています。WindowsおよびUNIXプラットフォームに関する全般的な理解があることを前提としています。






ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポート契約がある場合には、My Oracle Supportを通して電子支援をご利用いただけます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。









関連ドキュメント


詳細は、12cのドキュメント・セットで次のドキュメントを参照してください。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング


	
GoldenGate Studioの使用


	
Oracle DatabaseのためのOracle GoldenGateのインストールおよび構成










表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















1 Oracle GoldenGate Studioのインストールの準備


Oracle GoldenGate Studioのインストールを準備するには、使用中のシステムが基本的な要件を満たしていることを確認してください。次に、適切なインストール・ソフトウェアを入手します。




	Oracle GoldenGate Studioのインストール・ロードマップ

このロードマップでは、環境の確認、インストーラの実行、リポジトリ・スキーマの作成、およびインストール後のOracle GoldenGate Studioの起動など、Oracle GoldenGate Studioのインストールに必要な手順をすべて説明します。
	システム環境の確認のロードマップ

インストール・プロセスを開始する前に、このロードマップ内の重要な情報を参照し、理解しておきます。ここでは、Oracle GoldenGate Studioのインストール環境が適切に準備されていることを確認するために実行する、重要なタスクとチェックを示します。
	製品ディストリビューションの入手

Oracle Fusion Middleware GoldenGate Studioディストリビューションを使用して、Oracle GoldenGate Studioをインストールします。これは、Oracle Technology Network (OTN)から入手できます。





1.1 Oracle GoldenGate Studioのインストール・ロードマップ


このロードマップでは、環境の確認、インストーラの実行、リポジトリ・スキーマの作成、およびインストール後のOracle GoldenGate Studioの起動など、Oracle GoldenGate Studioのインストールに必要な手順をすべて説明します。


表1-1 標準的なインストール・ロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
システム環境の確認

	
インストールを開始する前に、システムおよびネットワークの最小要件が満たされていることを確認します。

	
「システム環境の確認のロードマップ」を参照してください。


	
インストールの前または後で必要になる必須パッチの確認

	
インストールしているソフトウェア製品に必要な必須パッチがあるかどうかは、Oracle Fusion Middleware Infrastructureのリリース・ノートを確認してください。

	
Oracle Fusion Middleware Infrastructureリリース・ノートのインストールと構成に関する項を参照してください。


	
適切なディストリビューションの入手

	
Oracle GoldenGate Studioディストリビューションを入手します。

	
製品ディストリビューションの入手を参照してください。


	
インストール・ディレクトリの確認

	
アクセスまたは作成する必要のあるインストーラ・ディレクトリを、インストーラがアクセスまたは作成できることを確認します。また、そのディレクトリが、最小要件を満たすシステムに存在することも確認します。

注意: Oracle GoldenGate Studioバイナリを、NFSマウントされたファイル・システムにインストールすることはお薦めしません。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解のOracle Fusion Middlewareの主なディレクトリに関する項を参照してください。


	
ソフトウェアのインストール

	
Oracle Universal Installerを実行してOracle GoldenGate Studioをインストールします。

インストール・ソフトウェアでソフトウェアをシステムに転送し、Oracleホーム・ディレクトリを作成します。

	
「Oracle GoldenGate Studioソフトウェアのインストール」を参照してください。


	
Oracle GoldenGate Studioリポジトリ・スキーマを作成します。

	
リポジトリ作成ユーティリティを実行して、Oracle GoldenGate Studioリポジトリ・スキーマを作成します。

	
「Oracle GoldenGate Studioリポジトリ・スキーマの作成」を参照してください。


	
Oracle GoldenGate Studioを起動して、使用します。

	
Oracle GoldenGate Studioを使用する追加のツールおよびリソースを検出します。

	
「Oracle GoldenGate Studioをインストールした次の手順」を参照してください。











1.2 システム環境の確認のロードマップ


インストール・プロセスを開始する前に、このロードマップ内の重要な情報を参照し、理解しておきます。ここでは、Oracle GoldenGate Studioのインストール環境が適切に準備されていることを確認するために実行する、重要なタスクとチェックを示します。


表1-2 システム環境の確認のロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
動作保証要件とシステム要件の確認

	
使用中のオペレーティング・システムが動作保証の対象で、インストールおよび構成用に適切に設定されていることを確認します。

	
「動作保証、システム要件および相互運用性の確認」を参照してください。


	
適切なインストール・ユーザーの指定

	
インストール・ユーザーが、ソフトウェアをインストールする適切な権限を持っていることを確認します。

	
「インストール・ユーザーの選択」を参照してください。


	
システムのOracleホーム・ディレクトリを選択します。

	
推奨されるディレクトリ構造に従ってインストールに必要なOracleホーム・ディレクトリを作成できることを確認します。

Oracle GoldenGate Studioは、スタンドアロンのインストールです。Oracleホーム・ディレクトリは、新規の空のディレクトリである必要があります。

	
「Oracleホーム・ディレクトリについて」を参照してください。


	
動作保証されたJDKのインストール

	
ディストリビューション用のインストール・プログラムでは、動作保証されたJDKがシステムにインストールされている必要があります。

	
「Oracle Fusion Middlewareをインストールする際のJDK要件」を参照してください。


	
中間層スキーマのデータベースをインストールして構成します

	
Oracle GoldenGate Studioで必要となるリポジトリ・スキーマに対して適切に構成されている、動作保証されたデータベースにアクセスできる必要があります。

	
「Oracle Fusion Middlewareをインストールする際のデータベース要件」を参照してください。









	動作保証、システム要件および相互運用性の確認

動作保証マトリックスとシステム要件に関するドキュメントを併用して、現在の環境がインストール要件を満たしていることを確認してください。
	インストール・ユーザーの選択

現在のシステムでインストールおよび構成を実行するユーザーには、十分な許可および権限が必要です。
	Oracleホーム・ディレクトリについて

Oracle Fusion Middleware製品をインストールする際に、Oracleホーム・ディレクトリを使用する必要があります。
	Oracle Fusion Middlewareをインストールする際のJDK要件

Fusion Middleware製品のほとんどは、.jarファイル形式です。各ディストリビューションに、JDKは含まれていません。.jarディストリビューション・インストーラを実行するには、動作保証されたJDKがシステムにあらかじめインストールされている必要があります。
	Oracle Fusion Middlewareをインストールする際のデータベース要件

Oracle Fusion Middleware製品の多くは、構成前にデータベース・スキーマが必要です。これらのスキーマをインストールできるデータベースがまだない場合は、動作保証されたデータベースをインストールおよび構成する必要があります。






1.2.1 動作保証、システム要件および相互運用性の確認


動作保証マトリックスとシステム要件に関するドキュメントを併用して、現在の環境がインストール要件を満たしていることを確認してください。

	
現在の環境が動作保証要件を満たしていることを確認する

サポートされているハードウェアおよびソフトウェア構成で製品をインストールしていることを確認します。詳細は、「Oracle Fusion Middleware Supported System Configurations」ページのリリースの動作保証に関するドキュメントを参照してください。

オラクル社では、動作保証されたシステムおよび環境すべてで製品のパフォーマンスをテストおよび検証しています。新しい動作保証情報が発生するたびに、適切な動作保証に関するドキュメントにすぐに追加されます。新しい動作保証情報は随時発生する可能性があります。したがって、動作保証に関するドキュメントは、ドキュメンテーション・ライブラリには含まれず、Oracle Technology Networkから入手できます。


	
システム要件ドキュメントを使用して動作保証を確認する

Oracle Fusion Middlewareシステム要件および仕様のドキュメントを参照して、動作保証の要件が満たされていることを確認してください。たとえば、使用している製品が64ビットのOracle Linux 6.5上でのインストールで動作保証されていると動作保証に関するドキュメントに記載されている場合、このドキュメントを使用して現在のシステムが必要な最小仕様を満たしていることを確認します。これには、ディスク容量、使用可能なメモリー、特定のプラットフォームのパッケージおよびパッチ、その他のオペレーティング・システム固有の項目などがあります。システム要件は、今後変更になる可能性があります。したがって、システム要件のドキュメントは、ドキュメンテーション・ライブラリには含まれず、Oracle Technology Networkから入手できます。


	
複数の製品間で相互運用性を確認する

Oracle Fusion Middleware相互運用性および互換性の理解のOracle Fusion Middleware 12cの相互運用性および互換性を参照し、同じリリースまたは混在したリリースから複数のFusion Middleware製品をインストールして実行する方法を理解してください。










1.2.2 インストール・ユーザーの選択

現在のシステムでインストールおよび構成を実行するユーザーには、十分な許可および権限が必要です。


	ユーザー権限について

Fusion Middleware製品をインストールするユーザーは、ファイルの所有者となり、そのファイルに対する一定の権限を持ちます。
	UNIXオペレーティング・システムにおけるデフォルト以外のユーザー権限について

デフォルトの権限設定を変更すると、インストールのセキュリティが低下し、システムのセキュリティも低下する可能性があります。デフォルトの権限設定はそのままにしておくことをお薦めします。
	インストール・ユーザーがWindowsオペレーティング・システムで管理者権限を持っていることの確認

Windowsレジストリを更新するには、管理者権限が必要です。






1.2.2.1 ユーザー権限について


Fusion Middleware製品をインストールするユーザーは、ファイルの所有者となり、そのファイルに対する一定の権限を持ちます。

Fusion Middleware製品をインストールするユーザーは、製品に対して次の権限を持ちます。

	
実行可能ファイル以外のファイル(.jar、.properties、.xmlなど)に対する読取り/書込み権限。ファイル所有者と同じグループの他のユーザーはすべて、読取り権限のみを持ちます。


	
実行可能ファイル(.exe、.sh、.cmd)に対する読取り/書込み/実行権限。ファイル所有者と同じグループの他のユーザーはすべて、読取り/実行権限のみを持ちます。




つまり、ソフトウェアをインストールするユーザー以外は、Oracleホームにインストールされたバイナリを使用して、Fusion Middleware製品のドメインまたは構成できるということです。

インストーラを実行する前に検討すべき、その他の事項を次に示します。

	
UNIXオペレーティング・システムの場合、インストールの前にシステムでumaskを027に設定することをお薦めします。こうすると、インストール中にファイル権限が正しく設定されます。次のコマンドを使用します。

umask 027

このコマンドは、製品のインストーラを実行するのと同じターミナル・ウィンドウで入力する必要があります。


	
UNIXオペレーティング・システムの場合、プログラムをrootユーザーとして実行しないでください。インストーラ起動時の検証に失敗し、続行できなくなります。


	
製品のインストールを管理する(たとえば、パッチを適用する)際には、最初に製品インストールを実行したときに使用したのと同じユーザーIDを使用する必要があります。


	
Windowsオペレーティング・システムの場合、インストールを実行するユーザーに管理者権限が必要です。詳細は、「インストール・ユーザーがWindowsオペレーティング・システムで管理者権限を持っていることの確認」を参照してください。










1.2.2.2 UNIXオペレーティング・システムにおけるデフォルト以外のユーザー権限について


デフォルトの権限設定を変更すると、インストールのセキュリティが低下し、システムのセキュリティも低下する可能性があります。デフォルトの権限設定はそのままにしておくことをお薦めします。

他のユーザーが特定のファイルまたは実行可能ファイルにアクセスする必要がある場合、ファイル権限を変更するかわりに、UNIXのsudoコマンド(または他の類似コマンド)を使用することを検討してください。

UNIXオペレーティング・システムの管理者ガイドを参照するか、それ以上のサポートが必要な場合には、オペレーティング・システムのベンダーにお問い合わせください。







1.2.2.3 インストール・ユーザーがWindowsオペレーティング・システムで管理者権限を持っていることの確認


Windowsレジストリを更新するには、管理者権限が必要です。


デフォルトでは、管理者権限を持つメンバーは通常の権限でシステムにログインしますが、管理者タスクを実行するために権限の昇格を求めることができます。

権限を昇格してタスクを実行する手順:




	「スタート」メニュー、または左下隅にあるWindowsアイコンから、「コマンド プロンプト」を探します。
	「コマンド プロンプト」を右クリックして、「管理者として実行」を選択します。
新しいコマンド・プロンプト・ウィンドウが開き、このウィンドウで実行する操作はすべて、管理者権限で実行されます。

注意:

システムでユーザー・アクセス制御を有効にしている場合、さらにウィンドウが表示され、この操作の確認を求められます。確認して、この操作を続行してください。




	必要なタスクを実行します。

たとえば、製品のインストーラを起動する手順は次のとおりです。

jarファイルの場合は、次のように入力します。


java —jar distribution_name.jar


実行可能ファイル(.exe、.bin、.shの各ファイル)の場合は、次のように入力します。


distribution_name.exe














1.2.3 Oracleホーム・ディレクトリについて


Oracle Fusion Middleware製品をインストールする際に、Oracleホーム・ディレクトリを使用する必要があります。

このディレクトリは、同じマシンにインストールされた複数のFusion Middleware製品によって使用される共通ファイルのリポジトリです。これらのファイルは、Fusion Middlewareがシステムで正常に動作するために必須です。インストール中に製品間の依存性を確認する機能があります。そのため、Oracleホーム・ディレクトリは、システムにインストールされているOracle Fusion Middleware製品すべての中心となるサポート・ディレクトリと考えることができます。

Fusion Middlewareのドキュメントでは、Oracleホーム・ディレクトリをORACLE_HOMEと表しています。

Oracleホームに関する考慮事項

Oracleホーム・ディレクトリを作成してFusion Middleware製品をインストールする際は、次の点を念頭に置いてください。

	
Oracleホーム・ディレクトリの名前には空白を入れないでください。Oracleホーム・ディレクトリのパスに空白が含まれていると、インストーラでエラー・メッセージが表示されます。


	
1つのOracleホーム・ディレクトリにインストールできるのは、各Oracle Fusion Middleware製品の1つのインスタンスのみです。1つの製品の異なるバージョンを同じマシンにインストールする必要がある場合は、各バージョンをそれぞれ専用のOracleホーム・ディレクトリに置く必要があります。

1つのOracleホームに複数種類の製品をインストールできますが、製品ごとには1つのバージョンしかインストールできません。




複数のホーム・ディレクトリ

ほとんどの場合、Oracleホーム・ディレクトリは1つで十分ですが、複数のOracleホーム・ディレクトリを作成することは可能です。たとえば、次のような場合には、複数のOracleホーム・ディレクトリを作成する必要があります。

	
開発環境と本番環境を別々に維持し、それぞれに別々の製品スタックを置きたい場合。ディレクトリが2つあると、準備ができるまで、本番環境を変更しないまま開発環境のみを更新できます。


	
2種類のバージョンのFusion Middleware製品を同時に保持したい場合。たとえば、既存のバージョンをそのままにして新しいバージョンの製品のインストールしたいこともあります。この場合は、各バージョンの製品を専用のOracleホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。


	
相互に互換性のない複数の製品をインストールする必要がある場合。詳細は、Oracle Fusion Middleware相互運用性および互換性の理解のOracle Fusion Middleware 12c (12.2.1.2)の相互運用性および互換性を参照してください。





注意:

複数のOracleホーム・ディレクトリを作成する場合は、各製品の構成フェーズで、重複しないポート範囲を指定する必要があります。







1.2.4 Oracle Fusion Middlewareをインストールする際のJDK要件


Fusion Middleware製品のほとんどは、.jarファイル形式です。各ディストリビューションに、JDKは含まれていません。.jarディストリビューション・インストーラを実行するには、動作保証されたJDKがシステムにあらかじめインストールされている必要があります。

JDKは、必ずOracleホーム以外にインストールしてください。JDKをOracleホームにインストールすると、これ以降にタスクを実行しようとしたとき、問題が発生します。Oracle Universal Installerは、Oracleホームが空であることを検証します。空のディレクトリを指定するまで、インストーラは先に進みません。JDKのインストール環境は、/home/oracle/products/jdkディレクトリに指定することをお薦めします。

一部の製品(Oracle HTTP ServerやOracle JDeveloperなど)は、プラットフォーム固有のディストリビューションとして利用できます。プラットフォーム固有のディストリビューションには、.bin (UNIXオペレーティング・システムの場合)、または.exe (Windowsオペレーティング・システムの場合)のインストーラが用意されています。この場合、プラットフォーム固有のJDKはディストリビューションに含まれているので、JDKを別途インストールする必要はありません。ただし、動作保証されているJDKのバージョンによっては、JDKを最新版にアップグレードする必要があるかもしれません。

Oracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成のページで、動作保証の情報を参照して、必要なJDKのバージョンを必ず確認してください。

必要なJDKをダウンロードするには、次のURLにアクセスしてJava SE JDKをダウンロードします。


http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html







1.2.5 Oracle Fusion Middlewareをインストールする際のデータベース要件


Oracle Fusion Middleware製品の多くは、構成前にデータベース・スキーマが必要です。これらのスキーマをインストールできるデータベースがまだない場合は、動作保証されたデータベースをインストールおよび構成する必要があります。

オペレーティング・システムで動作保証されたデータベースを確認するには、「Oracle Fusion Middleware Supported System Configurations」ページのリリースの動作保証に関するドキュメントを参照してください。

データベースが正しく構成されていてスキーマを作成できることを確認するには、Oracle Fusion Middlewareシステム要件および仕様のドキュメントで、「リポジトリ作成ユーティリティの要件」を参照してください。

データベースを適切に構成した後に、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用してデータベースに製品スキーマを作成します。このツールは、Oracle Fusion Middleware製品のOracleホームからは使用できません。RCUの詳細は、Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成のリポジトリ作成ユーティリティについてを参照してください。









1.3 製品ディストリビューションの入手


Oracle Fusion Middleware GoldenGate Studioディストリビューションを使用して、Oracle GoldenGate Studioをインストールします。これは、Oracle Technology Network (OTN)から入手できます。


Oracle GoldenGate Studioをインストールするには、インストーラのZIPファイルをダウンロードして、システム上のディレクトリに解凍します。次に、そのディレクトリからjava -jarコマンドを使用してインストーラを起動できます。

Oracle Fusion Middleware製品を探してダウンロードするには、OTNでOracle Fusion Middlewareダウンロード、インストール、構成のREADMEファイルを参照してください。

このディストリビューションをインストールするには、動作保証されているJDKがシステムにインストールされている必要があります。


注意:

ディストリビューションの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニングの製品の配布の入手を参照してください。















2 Oracle GoldenGate Studioソフトウェアのインストール


Oracle GoldenGate Studioソフトウェアをインストールし、それが正しくインストールされていることを確認するには、次の手順に従います。

インストールを開始する前に、システム環境が検証済であることを確認してください(「システム環境の確認のロードマップ」)。

この項の終わりまでで、Oracle GoldenGate Studioのインストールが完了します。




	インストール確認のチェックリスト

インストール・プロセスでは、ユーザーから一定の情報が必要です。
	インストール・プログラムの起動

インストールを実行する前に、JDKおよび必要なソフトウェアを確認する必要があります。
	インストール画面の操作

インストーラでは、インストールに関する情報を確認または入力する一連の画面が表示されます。
	インストールの確認

インストールが完了したら、一連のタスクを完了してインストールに成功したことを確認します。





2.1 インストール確認のチェックリスト


インストール・プロセスでは、ユーザーから一定の情報が必要です。


表2-1に、Oracle GoldenGate Studioのインストール前に知っておく必要がある、またはインストール中に決定する必要がある重要な項目を示します。


表2-1 インストールのチェックリスト

	情報	サンプル値	説明
	
JAVA_HOME

	
/home/Oracle/Java/jdk1.8.0_101

	
Java JDKホーム・ディレクトリを示す環境変数。


	
データベース・ホスト名

	
examplehost.exampledomain

	
データベースが実行されているホストの名前とドメイン。


	
データベース・ポート

	
1521

	
データベースがリスニングするポート番号。Oracleデータベースのデフォルトのポート番号1521です。


	
データベース・サービス名

	
orcl

	
Oracleデータベースには、一意のサービス名が必要です。デフォルトのサービス名はorclです。


	
DBAユーザー名

	
SYS

	
データベース管理権限を持つユーザーの名前。OracleデータベースでデフォルトのDBAユーザーは、SYSです。


	
DBAパスワード

	
ExamplePassword1

	
データベース管理権限を持つユーザーのパスワード。


	
ORACLE_HOME

	
/home/Oracle/product/Oracle_Home

	
ソフトウェアをインストールするディレクトリ。

このディレクトリに、Oracle GoldenGate Studioが配置されます。


	
RCUユーティリティ

	
ORACLE_HOME/oracle_common/bin

	
リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)のパス。


	
RCUスキーマ接頭辞

	
DEV

	
Oracle GoldenGate Studioで使用されるデータベース・スキーマの名前の接頭辞。


	
RCUスキーマ・パスワード

	
ExamplePassword1

	
Oracle GoldenGate Studioで使用されるデータベース・スキーマのパスワード。














2.2 インストール・プログラムの起動


インストールを実行する前に、JDKおよび必要なソフトウェアを確認する必要があります。


インストール・プログラムを起動する手順:




	ホスト・システムにサインインします。
	コマンドラインからjava -versionを実行することで、動作保証済JDKがシステム上にすでに存在することを確認します。12c (12.2.1.2)の場合、動作保証されたJDKは1.8.0_101以降です。詳細は、「Oracle Fusion Middleware Supported System Configurations」ページで動作保証に関する該当のドキュメントを参照してください。
	前提条件となるソフトウェアをすべてインストールしたことを検証します。
	インストール・プログラムをダウンロードしたディレクトリに移動します。
	システムのJDKディレクトリからjava実行可能ファイルを起動し、インストール・プログラムを起動します。

	
UNIXオペレーティング・システムの場合: /home/Oracle/Java/jdk1.8.0_101/bin/java —jar fmw_12.2.1.2.0_oggstudio_generic.jar


	
Windowsオペレーティング・システムの場合: インストール・アイコンをダブルクリックするか、コマンド・プロンプトでC:\home\Oracle\Java\jdk1.8.0_101\bin\java -jar fmw_12.2.1.2.0_oggstudio_generic.jarを入力します。




これらの例で使っているJDKの場所は、システム上の実際のJDKの場所に置き換えてください。








注意:

インストーラ画面を起動するかわりに、保存したレスポンス・ファイルを使用してサイレント・モードでインストーラを起動することもできます。サイレント・インストールまたはコマンドライン・インストールの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のサイレント・モードでのOracle Universal Installerの使用に関する項を参照してください。



インストール・プログラムが表示されたら、インストールを開始できます。インストール・プログラムの各画面の詳細は、次のトピックを参照してください。









2.3 インストール画面の操作


インストーラでは、インストールに関する情報を確認または入力する一連の画面が表示されます。


次の表に、インストーラの画面が表示される順序を示します。インストール画面の詳細は、画面の名前をクリックしてください。インストール画面の「Help」をクリックして、追加の手順を確認することもできます。


表2-2 Oracle GoldenGate Studioのインストール画面

	画面	説明
	
Installation Inventory Setup

	
UNIXオペレーティング・システムの場合、この画面は、このホストにOracle製品をインストールするのが初めての場合に表示されます。中央インベントリを作成する場所を指定します。この画面で選択したオペレーティング・システムのグループ名に、中央インベントリの場所への書込み権限があることを確認します。

中央インベントリの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のOracle Central Inventoryに関する項を参照してください。

この画面は、Windowsオペレーティング・システムでは表示されません。


	
Welcome

	
この画面は、製品インストーラの概要を示します。


	
Auto Updates

	
この画面では、My Oracle Supportアカウントを介して、重要なセキュリティ更新など、最新のソフトウェア更新を検索できます。


	
Installation Location

	
この画面を使用して、Oracleホーム・ディレクトリの場所を指定します。この画面で指定するOracleホームの場所は、新規の空のディレクトリである必要があります。

Oracle GoldenGate Studioを正しいOracleホームにインストールしていることを確認するには、「View」をクリックしてください。

Oracle Fusion Middlewareのディレクトリ構造の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareのインストールのプランニング』のインストールおよび構成のためのディレクトリに関する項を参照してください。


	
Installation Typ

	
この画面を使用して、インストール・タイプを選択し、インストールする製品および機能セットを選択します。Oracle GoldenGate Studioのインストール・タイプは、「Complete Install」のみです。このオプションはデフォルトであらかじめ選択されています。


	
Prerequisite Checks

	
システムが最小必要要件を満たしていることを確認します。

検証されるタスクのリストを表示するには、「View Successful Tasks」を選択します。ログの詳細を表示するには、「View Log」を選択します。

警告またはエラー・メッセージが表示される場合は、「システム環境の確認のロードマップ」でドキュメントのいずれかを確認してください。


	
Installation Summary

	
この画面を使用して、選択したインストール・オプションを確認します。これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存するには、「Save Response File」をクリックして、レスポンス・ファイルの場所と名前を入力します。レスポンス・ファイルは、後でサイレント・インストールを実行する場合に使用できます。

インストール完了後にインストールされる機能セットはすべて、ここにリストされています。

サイレント・インストールまたはコマンドライン・インストールの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のサイレント・モードでのOracle Universal Installerの使用に関する項を参照してください。

「Install」をクリックし、インストールを開始します。


	
Installation Progress

	
この画面には、インストールの進行状況が表示されます。

進行バーが100%完了に達したら、「Finish」をクリックしてインストーラを閉じるか、「Next」をクリックしてサマリーを表示します。


	
Installation Complete

	
この画面のサマリー情報を確認し、「Finish」をクリックしてインストーラを閉じます。







ソフトウェアをインストールすると、ORACLE_HOME/oggstudio/binディレクトリからOracle GoldenGate Studioを起動できるようになります。ただし、ここの時点で製品は使用できません。最初に、Oracle Repository Creation Utility (RCU)を使用してリポジトリを作成する必要があります。

Oracle GoldenGate Studioの起動方法の詳細は、Oracle GoldenGate Studioの起動に関する項を参照してください。









2.4 インストールの確認

インストールが完了したら、一連のタスクを完了してインストールに成功したことを確認します。


	インストール・ログ・ファイルの確認

インストール・ログ・ファイルの内容を確認し、インストーラで何も問題が発生しなかったことを確認します。
	ディレクトリ構造の確認

インストール環境の内容は、インストール中に選択したオプションによって異なります。
	Oracleホームの内容の表示

Oracleホームの内容は、viewInventoryスクリプトを使用して表示できます。






2.4.1 インストール・ログ・ファイルの確認


インストール・ログ・ファイルの内容を確認し、インストーラで何も問題が発生しなかったことを確認します。


デフォルトでは、ログ・ファイルはOracle_Inventory_Location/logsディレクトリ(UNIXオペレーティング・システムの場合)、またはOracle_Inventory_Location\logsディレクトリ(Windowsオペレーティング・システムの場合)に書き込まれます。

ログ・ファイルの詳細およびログ・ファイルの場所は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のインストール・ログ・ファイルに関する項を参照してください。









2.4.2 ディレクトリ構造の確認


インストール環境の内容は、インストール中に選択したオプションによって異なります。


インストール後のディレクトリ構造の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの理解』で、Oracle Fusion Middlewareの主なディレクトリに関する項を参照してください。









2.4.3 Oracleホームの内容の表示


Oracleホームの内容は、viewInventoryスクリプトを使用して表示できます。


詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』でOracleホームの内容の表示に関する項を参照してください。















3 Oracle GoldenGate Studioリポジトリ・スキーマの作成


Oracle GoldenGate Studioのリポジトリには、レプリケーション設計とデプロイ詳細がすべて含まれています。したがって、Oracle GoldenGate Studioを使用する前に、動作保証されたデータベースにリポジトリ・スキーマをインストールする必要があります。Oracle Repository Creation Utility (RCU)を使用してリポジトリを作成します。

スキーマの作成を開始する前に、新しい空のOracleホームでOracle GoldenGate Studioソフトウェアのインストールが完了していることを確認してください。詳細は、「Oracle GoldenGate Studioのインストール」を参照してください。

この項の指示に従ってスキーマをインストールします。




	動作保証されたデータベースのインストールおよび構成

動作保証されているデータベースのインストールと構成が完了していることと、データベースが稼働していることを確認する必要があります。
	リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)の起動

リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を起動するには、JDK環境変数が正しく設定されている必要があります。
	スキーマを作成するためのRCU画面の操作

RCUの画面を使用してデータベース・スキーマを作成します。
	インストールの確認

インストール手順が完了したら、Oracle GoldenGate Studioが正常にインストールされていることを検証する必要があります。






3.1 動作保証されたデータベースのインストールおよび構成


動作保証されているデータベースのインストールと構成が完了していることと、データベースが稼働していることを確認する必要があります。


詳細は、Oracle Fusion Middlewareをインストールする際のデータベース要件を参照してください。









3.2 リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)の起動


リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を起動するには、JDK環境変数が正しく設定されている必要があります。


RCUを起動するには、次のようにします。




	システムのORACLE_HOME/oracle_common/binディレクトリに移動します。
	JAVA_HOME環境変数が、システム上の動作保証されたJDKの場所に設定されていることを確認してください。このリリースでは、動作保証されたJDKは1.8.0_101です。次に例を示します。

(UNIX) setenv JAVA_HOME /home/Oracle/Java/jdk1.8.0_101

(Windows) set JAVA_HOME=C:\home\Oracle\Java\jdk1.8.0_101




	RCUを起動します。

(UNIX) ./rcu

(Windows) rcu.bat












3.3 スキーマを作成するためのRCU画面の操作


RCUの画面を使用してデータベース・スキーマを作成します。




	RCUの概要

「Welcome」画面は、RCUの起動時に表示される最初の画面です。
	スキーマ作成の方法の選択

「Create Repository」画面を使用してコンポーネント・スキーマを作成してデータベースにロードする方法を選択します。
	データベース接続の詳細の指定

「Database Connection Details」画面で、RCUのデータベース接続の詳細を指定し、データベースに接続します。
	カスタム接頭辞の指定と、Oracle GoldenGateリポジトリ・スキーマの選択

「Select Components」画面で、「Create new prefix」を選択してカスタム接頭辞を指定し、Oracle GoldenGate - Repositoryスキーマを選択します。
	スキーマ・パスワードの指定

「Schema Passwords」画面を使用してデータベースのスキーマ・パスワードをどのように設定するかを指定し、パスワードを指定して確認します。
	カスタム変数の指定

「Custom Variables」画面を使用してスーパーバイザ・ユーザーのパスワードを指定し、Oracle GoldenGate Studioリポジトリ・スキーマの暗号化アルゴリズムを選択します。
	スキーマ作成の完了

RCUの残りの画面から操作し、スキーマの作成を完了します。






3.3.1 RCUの概要


「Welcome」画面は、RCUの起動時に表示される最初の画面です。


「Next」をクリックします。









3.3.2 スキーマ作成の方法の選択


「Create Repository」画面を使用してコンポーネント・スキーマを作成してデータベースにロードする方法を選択します。

「Create Repository」画面で、次のようにします。
	
データベースでDBAアクティビティを実行するのに必要な許可および権限がある場合は、「System Load and Product Load」を選択します。この手順では、SYSDBA権限があることを前提としています。


	
データベースでDBAアクティビティを実行するのに必要な許可または権限がない場合は、この画面で「Prepare Scripts for System Load」を選択する必要があります。このオプションでは、データベース管理者に指定できるSQLスクリプトが生成されます。『Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のシステム・ロードおよび製品ロードの理解に関する項を参照してください。


	
DBAがシステム・ロード用のSQLスクリプトをすでに実行している場合は、「Perform Product Load」を選択します。












3.3.3 データベース接続の詳細の指定


「Database Connection Details」画面で、RCUのデータベース接続の詳細を指定し、データベースに接続します。


次に例を示します。

	Database Type: Oracle Database
	Name: examplehost.exampledomain.com
	Port: 1521
	Service Name: Orcl.exampledomain.com
	User Name: sys
	Password: ******
	Role: SYSDBA


「Next」をクリックして続行し、データベースへの接続が成功したことを確認するダイアログ・ウィンドウで「OK」をクリックします。








3.3.4 カスタム接頭辞の指定と、Oracle GoldenGateリポジトリ・スキーマの選択


「Select Components」画面で、「Create new prefix」を選択してカスタム接頭辞を指定し、Oracle GoldenGate - Repositoryスキーマを選択します。


Common Infrastructure Servicesというスキーマも、自動的に作成されます。このスキーマはグレー表示されており、選択も選択解除もできません。詳細は、Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成のサービス表スキーマについてを参照してください。

カスタム接頭辞は、スキーマを論理的にグループ化する際に使用されます。接頭辞が必要なことに注意してください。


ヒント:

カスタム接頭辞の詳細は、Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成のカスタム接頭辞についてを参照してください。

スキーマの編成方法の詳細は、Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成のスキーマ作成の計画を参照してください。
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ヒント:

ここで入力するために選択したカスタム接頭辞は、後で必要になるため、メモしておく必要があります。



「Next」をクリックして続行し、スキーマ作成の前提条件チェックが成功したことを確認するダイアログ・ウィンドウで「OK」をクリックします。









3.3.5 スキーマ・パスワードの指定


「Schema Passwords」画面を使用してデータベースのスキーマ・パスワードをどのように設定するかを指定し、パスワードを指定して確認します。



ヒント:

この画面で設定するパスワードは、書きとめて置いてください。後で、Oracle GoldenGate Studioの作成後に、データベース接続情報を指定してリポジトリに接続する際に必要になります。











3.3.6 カスタム変数の指定


「Custom Variables」画面を使用してスーパーバイザ・ユーザーのパスワードを指定し、Oracle GoldenGate Studioリポジトリ・スキーマの暗号化アルゴリズムを選択します。


Oracle GoldenGate Studioのカスタム変数を、次の表にまとめます。


	変数	説明
	
Supervisor Password

	
スーパーバイザ・ユーザーのパスワード。次の行でこのパスワードを確認する必要があります。

「Supervisor Password」フィールドと「Confirm Supervisor Password」フィールドに、パスワードを入力してください。続行するには、これらのフィールドが必須です。パスワードは、6文字から12文字の範囲で指定してください。

この画面で設定するパスワードは、書きとめて置いてください。後で、Oracle GoldenGate Studioの起動後に、Oracle GoldenGate Studioの接続情報を指定してリポジトリに接続する際に必要になります。


	
Encryption Algorithm

	
暗号化アルゴリズムには、AES-128を選択します。

このフィールドはオプションです。このフィールドを空欄にした場合、デフォルト値はAES-128です。
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3.3.7 スキーマ作成の完了


RCUの残りの画面から操作し、スキーマの作成を完了します。


「Map Tablespaces」画面の「Encrypt Tablespace」チェック・ボックスは、RCUの起動時にデータベース(OracleまたはOracle EBR)でTDE (透過的データ暗号化)が有効になっている場合のみ表示されます。RCUによって作成される新しい表領域をすべて暗号化する場合は、「Encrypt Tablespace」チェック・ボックスを選択します。

「Completion Summary」画面が表示されたら、「Close」をクリックしてRCUを閉じます。











3.4 インストールの確認


インストール手順が完了したら、Oracle GoldenGate Studioが正常にインストールされていることを検証する必要があります。


Oracle GoldenGate Studioが正常にインストールされていることを確認するには、「Oracle GoldenGate Studioのタスクの実行」を参照してください。Oracle GoldenGate Studioが正常にインストールされていることを検証するには、このセクションで説明されているタスクを十分に理解し、それを実行する必要があります。













4 Oracle GoldenGate Studioをインストールした次の手順


ソフトウェアをインストールし、リポジトリ・スキーマを作成した後で、Oracle GoldenGate Studioと連動して開始されるように実行する必要がある追加タスクがあります。




	Oracle GoldenGate Studioの起動

ソフトウェアをインストールし、Oracleホームを作成すると、ORACLE_HOME/oggstudio/binディレクトリからOracle GoldenGate Studioの起動とアクセスが可能になります。
	Oracle GoldenGate Studioのタスクの実行

最初に、Oracle GoldenGate Studioのインストール後に実行することの多い一般的なタスクを確認します。





4.1 Oracle GoldenGate Studioの起動


ソフトウェアをインストールし、Oracleホームを作成すると、ORACLE_HOME/oggstudio/binディレクトリからOracle GoldenGate Studioの起動とアクセスが可能になります。

Oracle GoldenGate Studioを起動する手順:


	ORACLE_HOME/oggstudio/binディレクトリに移動します。

次に例を示します。


cd ORACLE_HOME/oggstudio/bin




	次のコマンドを実行します。

LinuxまたはUNIXの場合:


./oggstudio


Windowsの場合:


oggstudioW.exe












4.2 Oracle GoldenGate Studioのタスクの実行


最初に、Oracle GoldenGate Studioのインストール後に実行することの多い次の一般的なタスクを確認します。


表4-1 Oracle GoldenGate Studioの基本タスク

	タスク	詳細情報
	
事前構成されたソリューションおよびデプロイメント・テンプレートが指定されるウィザードを使用します。

	
『Oracle GoldenGate Studioの使用』のソリューションの理解に関する項を参照してください。


	
データ・サーバーとレプリケーション・パスをソリューション・ダイアグラムにドラッグ・アンド・ドロップして、ソリューションを展開します。

	
『Oracle GoldenGate Studioの使用』でソリューションとデプロイメント・プロファイルの操作に関する項を参照してください。


	
物理リソースを定義し、それをデプロイメント・プロファイルに割り当てます。

	
『Oracle GoldenGate Studioの使用』のデプロイメント・プロファイルの理解に関する項を参照してください。


	
1つのソリューションに対して、複数のデプロイメント・プロファイル(たとえば、テスト・チームと本番チームで別々のプロファイル)を作成します。

	
『Oracle GoldenGate Studioの使用』のデプロイメント・プロファイルの理解に関する項を参照してください。


	
「AutoMap」または手動のマップ、スキーマ、表および列マッピングを使用し、レプリケーション・パスに割り当てます。

	
『Oracle GoldenGate Studioの使用』のマッピング・グループの理解に関する項を参照してください。


	
複数のレプリケーション・パスと、異なるプロジェクト間でマッピングを再利用します。

	
『Oracle GoldenGate Studioの使用』のマッピング・グループの理解に関する項を参照してください。


	
Oracle GoldenGateのオプションまたはパラメータを追加、削除、微調整します。

	
Oracle GoldenGate Studioの使用のプロパティ・インスペクタの使用に関する項を参照してください。


	
パラメータ・ファイルとOracle GoldenGateコマンドを生成します。それを稼働中のOracle GoldenGateにオンラインでデプロイするか、手動でデプロイするようにローカルに保存します。

	
『Oracle GoldenGate Studioの使用』のデプロイメント・プロファイルの理解に関する項を参照してください。


	
物理プロセスを開始、停止および監視します。

	
『Oracle GoldenGate Studioの使用』の監視に関する項を参照してください。


	
ソリューションを監視し、デプロイメント履歴情報を表示します。

	
『Oracle GoldenGate Studioの使用』のデプロイメント・プロファイルの理解に関する項を参照してください。


	
ソリューションとマッピングをXMLファイルにエクスポートします。これは、Oracle GoldenGate Studioユーザーがインポートできます。

	
Oracle GoldenGate Studioの使用のプロジェクト・ナビゲータの使用に関する項を参照してください。
















5 Oracle GoldenGate Studioのアンインストールまたは再インストール


この項の手順に従い、Oracle GoldenGate Studioをアンインストールまたは再インストールします。

ソフトウェアを削除するには、この項で説明する手順を常に使用することをお薦めします。ソフトウェアを手動で削除しようとすると、後でソフトウェアを再インストールする際に問題が発生する場合があります。この項の手順に従うことで、ソフトウェアを正常に削除できます。




	製品のアンインストールについて

Oracle Fusion Middlewareアンインストーラは、ソフトウェアが起動されるOracleホーム・ディレクトリからソフトウェアを削除します。
	Oracle Fusion Middlewareの停止

アンインストーラを実行する前に、削除するOracleホームに関連付けられているすべてのサーバーおよびプロセスを停止することをお薦めします。
	データベース・スキーマの削除

Oracleホームを削除する前に、リポジトリ作成ユーティリティを実行して、このインストールに関連付けられているGoldenGate Studioリポジトリ・スキーマを削除することをお薦めします。
	ソフトウェアのアンインストール

この項の手順に従い、製品のアンインストーラを起動して、ソフトウェアを削除します。
	手動によるOracleホーム・ディレクトリの削除

ソフトウェアのアンインストール後に、Oracleホーム・ディレクトリと、アンインストーラによって削除されなかった既存のサブディレクトリを手動で削除する必要があります。
	Windowsオペレーティング・システムでのプログラム・ショートカットの削除

Windowsオペレーティング・システムでは、プログラム・ショートカットも手動で削除する必要があります。アンインストーラでは削除されません。
	Oracle GoldenGate Studioキャッシュ・ディレクトリの削除

Oracle GoldenGate Studioのキャッシュ情報は、手動で削除する必要があります。アンインストーラはこの情報を削除しません。
	ソフトウェアの再インストール

この項の手順(Oracleホーム・ディレクトリの手動での削除を含む)に従って、ソフトウェアをアンインストールした場合のみ、前のインストールと同じOracleホームにソフトウェアを再インストールできます。






5.1 製品のアンインストールについて


Oracle Fusion Middlewareアンインストーラは、ソフトウェアが起動されるOracleホーム・ディレクトリからソフトウェアを削除します。

表5-1に、アンインストール手順の概要と、関連ドキュメントへのリンクを示します。


表5-1 製品アンインストールのロードマップ

	タスク	説明	ドキュメント
	
Oracle Fusion Middlewareの停止。

	
Oracleホームに関連付けられているすべてのサーバーおよびプロセスをアンインストーラの実行前に停止する必要があります。

リポジトリから切断し、Oracle GoldenGate Studioを閉じる必要があります。

	
「Oracle Fusion Middlewareの停止」を参照してください。


	
データベース・スキーマの削除。

	
リポジトリ作成ユーティリティを実行して、GoldenGate Studioリポジトリ・スキーマを削除します。

	
「データベース・スキーマの削除」を参照してください。


	
ソフトウェアの削除

	
製品のアンインストーラを実行して、Oracle GoldenGate Studioを削除します。

Oracleホームに複数の製品が含まれている場合、アンインストーラは製品ごとに複数回実行する必要があります。

	
「ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。


	
Oracleホーム・ディレクトリの削除。

	
アンインストーラは、Oracleホーム・ディレクトリからすべてのファイルおよびフォルダを削除しません。アンインストーラを終了したら、Oracleホームを手動で削除して、製品の削除を完了する必要があります。

	
「手動によるOracleホーム・ディレクトリの削除」を参照してください。












5.2 Oracle Fusion Middlewareの停止


アンインストーラを実行する前に、削除するOracleホームに関連付けられているすべてのサーバーおよびプロセスを停止することを推奨します。


詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middleware環境の停止に関する項を参照してください。









5.3 データベース・スキーマの削除


Oracleホームを削除する前に、リポジトリ作成ユーティリティを実行して、このインストールに関連付けられているGoldenGate Studioリポジトリ・スキーマを削除することをお薦めします。


データベースに複数のスキーマのセットがある場合は、削除するスキーマに関連付けられているスキーマ接頭辞を特定してください。

スキーマの削除の手順は、『Oracle Fusion Middlewareリポジトリ作成ユーティリティによるスキーマの作成』のスキーマの削除に関する項を参照してください。









5.4 ソフトウェアのアンインストール


この項の手順に従い、製品のアンインストーラを起動して、ソフトウェアを削除します。


サイレント(コマンドライン)アンインストールを実行する場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のOracle Universal Installerでのサイレント・アンインストールの実行に関する項を参照してください。






	アンインストール・プログラムの起動

UNIXまたはWindowsのいずれかでアンインストーラを起動できます。
	アンインストールする製品の選択

Oracleホームには複数の製品が存在する可能性があるため、正しいディストリビューションをアンインストールしていることを確認してください。
	アンインストール画面の操作

アンインストーラでは、ソフトウェアのアンインストールを確認するための一連の画面が表示されます。






5.4.1 アンインストール・プログラムの起動


UNIXまたはWindowsのいずれかでアンインストーラを起動できます。


アンインストーラを起動する手順:





	
UNIXの場合

コマンドラインで、次のコマンドを入力します。


cd $ORACLE_HOME/oui/bin
./deinstall.sh


	
Windowsの場合

次の内の1つを実行します。

	
ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用して、ORACLE_HOME\oui\binディレクトリに移動し、deinstall.cmdをダブルクリックします。


	
コマンド・プロンプトを開き、次のコマンドを入力します。


cd %ORACLE_HOME%\oui\bin
deinstall.cmd


	
「スタート」メニューから「すべてのプログラム」、「Oracle」、「OracleHome」の順に選択し、「Uninstall Oracle Software」を選択します。















5.4.2 アンインストールする製品の選択


Oracleホームには複数の製品が存在する可能性があるため、正しいディストリビューションをアンインストールしていることを確認してください。


アンインストーラを起動すると、プログラムを起動した元のOracleホームで複数のディストリビューションが検出された場合にのみ、「Distribution to Uninstall」画面が開きます。ドロップダウン・リストから、「GG Studio 12.2.1.2.0」を選択し、「Uninstall」をクリックします。アンインストール・プログラムでは、「アンインストール画面の操作」にリストされている画面が表示されます。


注意:

Oracleホームで他のソフトウェアが検出されない場合、「Distribution to Uninstall」画面は表示されません。











5.4.3 アンインストール画面の操作


アンインストーラでは、ソフトウェアのアンインストールを確認するための一連の画面が表示されます。


表5-2に示されたアンインストール画面で詳細情報が必要な場合は、画面で「Help」をクリックしてください。


表5-2 アンインストール画面および説明

	画面	説明
	
Welcome

	
この画面は、製品のアンインストーラの概要を示します。


	
Deinstallation Summary

	
この画面には、アンインストールされるOracleホーム・ディレクトリとその内容が表示されます。これが正しいディレクトリであることを確認します。

これらのオプションをレスポンス・ファイルに保存するには、「Save Response File」をクリックして、レスポンス・ファイルの場所と名前を入力します。レスポンス・ファイルは、後でサイレント・アンインストールのときに使用できます。サイレント・アンインストールまたはコマンドライン・アンインストールの詳細は、『Oracle Universal Installerによるソフトウェアのインストール』のサイレント・アンインストールでのOracle Universal Installerの実行に関する項を参照してください。

「Deinstall」をクリックしてソフトウェアの削除を開始します。


	
Deinstallation Progress

	
アンインストールの進行状況が示されます。


	
Deinstallation Complete

	
この画面は、アンインストールが完了すると表示されます。この画面の情報を確認し、「Finish」をクリックしてアンインストーラを閉じます。
















5.5 手動によるOracleホーム・ディレクトリの削除


ソフトウェアのアンインストール後に、Oracleホーム・ディレクトリと、アンインストーラによって削除されなかった既存のサブディレクトリを手動で削除する必要があります。


たとえば、UNIXオペレーティング・システムでOracleホーム・ディレクトリが/home/Oracle/product/ORACLE_HOMEの場合は、次のコマンドを入力します。


 cd /home/Oracle/product
 rm -rf ORACLE_HOME


Windowsオペレーティング・システムでは、Oracleホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Product\ORACLE_HOMEの場合、ファイル・マネージャ・ウィンドウを使用してC:\Oracle\Productディレクトリに移動し、ORACLE_HOMEフォルダをダブルクリックして「削除」を選択します。









5.6 Windowsオペレーティング・システムでのプログラム・ショートカットの削除


Windowsオペレーティング・システムでは、プログラム・ショートカットも手動で削除する必要があります。アンインストーラでは削除されません。


C:\ProgramData\Microsoft\Windows\Start Menu\Programs\Oracle\ORACLE_HOME\Productディレクトリに移動します。Oracleホームに製品が1つしかインストールされていない場合は、ORACLE_HOMEディレクトリを削除できます。Oracleホームに製品が複数インストールされている場合は、全製品を削除してからでないと、ORACLE_HOMEディレクトリは削除できません。








5.7 Oracle GoldenGate Studioキャッシュ・ディレクトリの削除


Oracle GoldenGate Studioのキャッシュ情報は、手動で削除する必要があります。アンインストーラはこの情報を削除しません。


デフォルトでは、Oracle GoldenGate Studioのキャッシュはユーザーのホーム・ディレクトリのディレクトリ内に格納されます。次に例を示します。

LinuxまたはUNIXの場合:


/home/exampleuser/.oggstudio


Windowsの場合:


C:\Users\exampleuser\AppData\Roaming\oggstudio


バイナリとユーザー・プリファレンスは、このディレクトリに格納されます。したがって、このディレクトリを手動で削除しない場合、Oracle GoldenGate Studioを同じユーザーが同じシステムに再インストールすると、前のインストールのバイナリが使用されます。









5.8 ソフトウェアの再インストール


この項の手順(Oracleホーム・ディレクトリの手動での削除を含む)に従って、ソフトウェアをアンインストールした場合のみ、前のインストールと同じOracleホームにソフトウェアを再インストールできます。


再インストールする場合は、前のインストールと同じOracleホームを指定できます。

次の場合(Oracleホームが空でない)を考慮してください。





	
同じ機能セットが含まれている既存のOracleホームのインストール。

インストール中に指定したOracleホームに、インストールしようとしている同じソフトウェアがすでに格納されていることがインストーラによって警告されます。

	
異なるOracleホーム・ディレクトリを選択します。





	
空でない既存のOracleホームのインストール。

たとえば、既存のOracleホーム内にドメイン・ホームまたはアプリケーション・ホームを作成するように選択したとします。このデータは、アンインストール・プロセス中に削除されないため、同じOracleホームに再インストールしようとしても、インストーラによって許可されません。オプションは次のとおりです。

	
Oracleホームからソフトウェアをアンインストールし(この章の説明に従って)、Oracleホーム・ディレクトリを削除します。ソフトウェアをアンインストールしてOracleホーム・ディレクトリを削除した後では、同じOracleホームの場所に再インストールして再利用できます。Oracleホームにあったドメインまたはアプリケーション・データは、再作成する必要があります。


	
異なるOracleホーム・ディレクトリを選択します。
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